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鉛ハライドペロブスカイト CH3NH3PbI3は安価かつ簡便に作製できることから、新しい薄膜太

陽電池材料として注目を集めている。一般的にペロブスカイト構造を持つ物質では強誘電性など

多彩な物性が期待されており、様々な基礎物性が調べられている。テラヘルツ周波数帯の振動も

光励起キャリアとの相互作用の観点でも興味がもたれ、低周波ラマン分光[1]や薄膜を用いた 100 

cm-1以下の時間領域透過分光[2]などの報告がある。150 cm-1以下の領域には Pb-Iの結合に起因し

た振動モードと CH3NH3
+カチオンに起因した振動モードが現れることが知られており、その一部

が強く結合する[3]。そこで我々は 100 cm-1以上の赤外活性モードを検出するために、< 7 THz（< 230 

cm-1）でのテラヘルツ時間領域分光を行うことで

CH3NH3PbI3のフォノンに起因する誘電分散を調べた。 

実験では CH3NH3PbI3バルク結晶の反射配置での時

間領域分光を行い、その複素反射率から誘電率を導出

した。図は 10 K（斜方晶）300 K（正方晶）での複素

誘電率を示している。室温では 0.9 THz および 1.8 THz

に二つの大きなピークが現れるが、低温ではこれらが

分裂している[2]。一方で 2 THz以上では低温相におい

て2.8 THzや4.5 THz近傍に新しい振動ピークが発現す

る。これらは計算で予想されたそれぞれの相の振動モ

ードとおおよそ一致する[3]。講演では温度依存性の詳

細や他の鉛ハライドペロブスカイトでの結果も併せて

報告する。 

本研究の一部は、JST-CREST（JPMJCR16N3）の支

援で行われた。 
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図 . Complex dielectric constant in 

CH3NH3PbI3 at 10 K and 300 K.  
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